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１ 湊町の下田八幡神社例大祭にみる歴史的風致 

 

（１）はじめに 

旧
きゅう

下
しも

田
だ

町
まち

（以下「旧町」という）は、古くから風待ちの港として数多くの

船が寄港し、様々な人を受け入れながら、漁業や商業で発展を遂げ、東西海

上交通の重要地点として様々な時代の舞台となった湊町である。 

歴史の中で、下田が海の関所として着目され始めたのは、元和元年（1615）

に、徳川家康と豊臣家との間で行われた合戦（大坂夏の陣）からである。今
いま

村
むら

伝
でん

四
し

郎
ろう

正
まさ

長
なが

が十騎五十卒をもって下田港の警備を命ぜられたのに始まり、翌

２年には正長の父である彦
ひこ

兵
べ

衛
え

正
まさ

勝
かつ

が初代下田奉行に任命され、往来する船

舶を監視するための遠見
と お み

番
ばん

所
しょ

が須崎に置かれた。その後、遠見番所は元和９

年（1623）に下田の大浦へ移転し、船
ふな

改
あらため

番所として整備された。 

下田八幡神社で行われている下田八

幡神社例大祭が始まったのがこの頃と

いわれている。寛永４年（1627）、第２

代下田奉行となった今村伝四郎正長は、

戦が続いたことによる殺伐とした雰囲

気を払い、30 年間の地震・津波等によ

り疲弊した下田町人の意気の高揚と町

の活性化を目的として始まったと伝え 

られている。またその形式には、徳川家康が、大坂夏の陣により豊臣氏を下

し、大坂城へ入城した際奏でた陣太鼓の調べを取り入れたと伝えられている。 

下田八幡神社例大祭は、９つの区と町で行われる祭りで、14 台もの太鼓台

が地区内を巡幸（「巡行」ではなく本例祭ではこの文字を使用）し、要所で行

う太鼓橋が特徴的であることから「下田太鼓祭り」の愛称で呼ばれている。

今村伝四郎正長が考えていた町人を力づけたいという思いは今も生き続け、

生活に根づいて町の人々をまとめる要素となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

下田八幡神社例大祭（太鼓台） 

列をなして巡幸する太鼓台 下田八幡神社例大祭（太鼓橋） 
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（２）下田八幡神社例大祭を構成する建造物 

①下田八幡神社 

ア 下田八幡神社の歴史 

下田八幡神社は、祭神は誉
ほん

田
だ

別
わけの

命
みこと

で、『下田年中行事（江戸時代後期の

町政伝承を記録した史料）』には、下

田八幡神社の創建は、正応年中（1288

～1292）と記述されている。神社の裏

山から元禄 13 年（1700）に鰐
わに

口
ぐち

が発

見され、そこには、「下田」の地名と

応永６年（1399）の刻
こく

銘
めい

もあることか

ら、少なくともこの年代には八幡神社 

の神を祭る集落が存在するようになったと思われる。その後神社は一旦衰退

したが、永正４年（1508）11 月に再建されたことが古文書『下田八幡神社（江

戸中期）』に以下のように記載されている。 

「永正４年（1508）11 月に下田港内で漁夫が漁をしていたところ、木像１

体が網にかかってきたが獲物が獲れない。漁夫は怒ってこれを海に捨てたが、

このようなことが６回も繰り返された７度目のとき、数十の鯛と共にまた木

像が網の中にあり、これは福神だといって持ち帰った。その夜、漁夫の夢の

中にこの木像が現れて、『吾
われ

は正八幡大神である。久しく海底に沈んでいたが、

いま時が来たのでここに現れた。この地は縁のある土地である。吾
わ

が像を安

置すれば永久に当地の民を擁護しよう。』とおっしゃった。これを聞いた人々

は、驚き喜んで、村を上げてお告げのとおり牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

（現在の副祭神）の傍

らに小さな社を設けてお祀りした。ここでお参りする人が祈れば必ずそれに

応えられた。」 

  現在の本殿は、昭和 58 年（1983）火災により全焼、昭和 61 年（1986）に

再建されている。また、門については、文献に建立時期の記載はないものの、

神社宮司によると、現在の建物は、大正中期の建築といわれている。 

 

 

 

 

 

 

下田八幡神社の図 

（『ペリー艦隊日本遠征記』より） 
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イ 下田八幡神社 石灯籠 

鳥居の前には、町内安全を願った住民の寄進による石灯籠がある。石灯籠

一対には、柱部分に「献燈」「万延年辛酉（万延２年（1861）春日□（揃力）

之）」と刻まれ、八角形の台石には虎や人物像が浮き彫りされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 了
りょう

仙
せん

寺
じ

 

ア 了仙寺の歴史（創建） 

了仙寺の創建については『下田年中行

事』に記述がある。元和元年（1615）大

坂夏の陣のとき、今村伝四郎正長は、徳

川家康が眼病を患っていたことを受け

て、当時眼病平癒の神として崇められて

いた身
み

延
のぶ

山
さん

久
く

遠
おん

寺
じ

第 11 世の日
にっ

朝
ちょう

上
しょう

人
にん

へ祈願した。すると、あっという間に家

康の眼病が治ったので、お礼として、日 

朝上人を開基とした寺を建立する約束をした。今村伝四郎正長が第２代下田

下田八幡神社（門） 下田八幡神社（本殿） 

慰霊祭（今村家三代の墓） 

下田八幡神社（配置図） 下田八幡神社（石灯籠） 
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奉行のとき、その寺院建立の約束に基づき寛永 12 年（1635）２月に創建した

のが日朝上人を開山とした日蓮宗了仙寺である。了仙寺には、現在も今村伝

四郎正長等３代の墓が置かれている。今村伝四郎正長の命日である９月１日

には、墓前で、町の人が太鼓を演奏して弔っている。 

 

イ 了仙寺 本堂 

『国指定史跡了仙寺山門及び本堂保存修理工事報告書(平成 21 年(2009))』

によると、文化 10 年（1813）８月、下田町のおよそ半分が焼失した大火災で

類焼し、５年後の文政元年（1818）に再建されたものが現在の本堂である。寄
よせ

棟
むね

造
づくり

、桟
さん

瓦
がわら

葺
ぶ

き、参拝者が礼拝するため本堂に向拝がついていて、東を正

面としている。 

 正面から一間半を板間とし、南端の室は畳を敷いている。その背面中央に

鏡の間と両外陣、さらに背面に一段床を上げて中央に内陣、両側に脇間を配

する。内陣奥に須
しゅ

弥
み

檀
だん

を備え、その背面に本尊を安置する。鏡の間は折上げ

格天井、内陣は折上げ天井で貼り、そのほかは棹縁天井となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 了仙寺 山門 

棟札によると、寛政 11 年（1799）に

建立されている。江戸時代の大火や地震

津波の被害を免れ、現在まで保たれてき

たが、傷みが激しく、平成 21 年（2009）

に修理している。四脚門で、切
きり

妻
づま

造
づくり

、

桟瓦葺き、東を正面とする。 

 

 

了仙寺（本堂） 

了仙寺（山門） 

本堂 平面図 

南端の室  
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③大浦八幡宮 

 『南
なん

豆
ず

風
ふ

土
ど

誌
し

（大正３年(1914)）』によると、祭神は下田八幡神社と同じ誉

田別命で、元々は鍋田にあったが寛永年間に現在の場所に移ったとされてい

る。棟札によると、天明９年（1789）に建立、昭和 31 年（1956）に再建され

ている。拝殿は、平入り形式の入母屋造で、向拝がついている。西を正面と

している。神殿は、平入り形式の切妻造となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）下田八幡神社例大祭の背景となる建造物等 

ア 旧町のまちなみ 

 旧町は、東西南北に走る整然と区画された町割りで、海と並行する南北方

向は場所により通りが交差点でずれている点などが特徴的である。 

江戸幕府が開かれると、下田領主となった戸
と

田
だ

忠
ただ

次
つぐ

は、現在の海善寺辺り

に居
きょ

館
かん

を構え、殿
との

小
こう

路
じ

を中心に紺屋町や町
まち

店
だな

町
ちょう

、長屋町、連
れん

尺
じゃく

町
ちょう

、須崎町

などで構成される初期の下田町が形成された。やがて元和元年(1615)には縄

地金山（河津町の鉱山で銀の産出が盛んだった）の繁栄を背景に、人口が増

加し、池之町や原町、中原町、嶋之町（伊勢町の旧名）が出現した。そして、

寛永 13 年（1636）に海の関所である船改番所（御番所）が設置されると、入

港する船舶は増加し、町は碁盤の目状に整えられた。 

第４代下田奉行今村伝三郎が在任中の寛文８年（1668）から延宝６年（1678）

にかけて作製されたと考えられる絵図『豆
ず

州
しゅう

下
しも

田
だ

港
みなと

之
の

図
ず

』を見ると、現状

に近い下田の町割りが江戸前期には形成されていたことがうかがわれる。 

住所が住居表示に変わった現在でも、住民の間では旧町名が使われるが、

その多くが江戸時代から使われてきた町名である。 

 

 

大浦八幡宮（拝殿） 大浦八幡宮（神殿） 
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イ 雑忠などの伊豆石やなまこ壁づくりの建造物 

下田八幡神社例大祭の舞台となる市

街地を構成する歴史的建造物として、雑
さい

忠
ちゅう

、櫛
くし

田
だ

蔵、安
あん

直
ちょく

楼
ろう

、鈴木邸、加田邸、

土
つち

藤
とう

商店、土藤蔵ギャラリー、平野屋と

いった、江戸末期以降に建設された、な

まこ壁や寄棟屋根、伊豆石を用いた重厚

な建造物がある。 

嘉永７年（1854）に発生した安政東海 

地震によって、東海地方では全域にわたって大きな被害があり、建物の損傷

もおびただしい数にのぼった。ここ下田においても例外ではなく、現在に残

る下田のまちなみは、了仙寺本堂と山門などに代表される寺院関係のごく少

数を除き、安政東海地震の後に再建された建物がほとんどである。 

地震津波と火災の教訓もあり、湊町下田には伊豆石となまこ壁で造られた

建物が多い。伊豆石の切り出しと各地への輸送販売は、江戸時代後期から近

代にかけて下田の主要産業のひとつであった。民家で使われる石単体の大き

さは、高さが概ね７寸、幅は２尺７寸から２尺７寸５分、厚さはおよそ８寸

豆州下田港之図（江戸時代） 旧町と通りの名称 

雑忠（安政元年(1854)頃建築） 
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である。この寸法は近隣で使われている伊豆石の大きさとほぼ同じであり、

１人若しくは２人で抱えられる重さが基準になったものと考えられる。なま

こ壁は、海風の強い地域では生命と財産を守る防風、防雨、防火壁として用

いられていた。約９寸～9.5 寸の平らな瓦をタイルのように外壁に張り、目

地を漆喰で半円形に盛り上げたなまこ壁は、瓦の黒灰色と漆喰の白色が対照

的なコントラストを見せ、独特な景観を形成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平野屋（安政元年(1854)以降建築） 

安直楼（安政元年(1854)以降建築） 

加田邸（大正 12 年(1923)頃建築） 

櫛田蔵(明治 40 年(1907)頃建築） 

土藤商店（明治 20 年(1887)建築） 土藤ギャラリー（明治 20 年(1887)建築） 

鈴木邸（明治末期建築） 
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これら歴史的建造物における寄棟屋根などには、大棟両端の鬼瓦を載せる

台座（エブリ台）の様々な文様が表現されており特徴となっている。描かれ

るモチーフは、火伏せを暗示する波（立浪）が多数を占め、そのほか吉祥を

象徴する亀や植物紋、屋号などがみられる。形状は矩形を基本として、数は

少ないが瑞
ずい

雲
うん

紋形
もんがた

や木瓜紋
もっこうもん

などもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エブリ台（波） エブリ台（亀） 

歴史的建造物位置図 
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ウ 下田港河
か

岸
しっ

端
ぱた

（市道大川端通線周辺） 

 下田港の河岸端は、以前は石積み護岸

となっていて、ガンゲと呼ばれる川に降

りる石段や斜路が所々にあり、船が着い

たり洗濯したりと、河岸は住民の生活の

一部となっていた。昭和 56 年（1981）

には物揚げ場桟橋が建設され、周辺では

干物加工場前で干物を干す風景がみら 

れる。下田八幡神社例大祭では、御
お

旅
たび

所
しょ

が置かれ、祭りの１日目の夜には、

太鼓台の揃い打ち、花火見物が行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）下田八幡神社例大祭 

①祭りの歴史 

下田八幡神社例大祭は、今村伝四郎正

長が、第２代下田奉行として赴任してき

た寛永４年（1627）以降に始まったと考

えられている。下田町人の意気の高揚な

どを目的として、徳川家康が大坂夏の陣

により豊臣氏を下し、大坂城へ入城した

際に奏でた陣太鼓の調べを取り入れ、始

まったといわれている。 

『八幡神社誌（昭和初期）』によると、 

寛永年間に御神輿がつくられたとの記録が残っていることから御神輿と太鼓

台が町中を巡幸する形の祭りは当時から執り行われていたと考えられている。

『下田町の民俗（昭和 63 年(1988)』によると、明治 30 年代頃の太鼓台は、

まだ素朴で、４人の人夫が担ぎ、人形などののせものも少なく、神輿かつぎ

の肉
にく

襦
じゅ

袢
ばん

姿も、明治中期までは見られなかったという見解もあり、現在のよ

下田八幡神社例大祭 
（昭和 36 年（1961）広報しもだ） 

干物を干す風景 下田港河岸端 

河岸端のガンゲ（斜路） 
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うな太鼓橋を積み上げる勇壮な形式は、明治末期以降の変化の中で出来上が

ったものと考えられる。開催日については、現在は毎年８月 14、15 日の２日

間行われている。明治以前は旧暦の同じ月に行っていたため、９月に行い、

台風の時期で暴風雨のあった年が多かったとされている。 

 

②祭りを担う人々 

ア 区分と当番 

下田八幡神社例大祭の母体となっているのは旧町である。 

旧町は、現在の下田市中心市街地に当たり、江戸時代に下田町として成立

し、近接する岡方村と一体化しながら昭和 30 年（1955）に周辺村と合併する

まで存続した町域である。町内はかつて 23 の町に区分けされていたが、現在

は 14 の区と町となっている。 

下田八幡神社例大祭の運営は、この区分けをもとに更に３つの区が一つの

部として編成され、三部制で執り行われる。 

運営は、毎年輪番制で一つの部が祭典執行部（当番区と呼ばれている）と

なり、準備と祭典執行の責を担っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運営体制区分図 
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イ 年齢集団 

下田八幡神社例大祭は、年齢階層組織によって運営、実施されている。祭

りに参加する人々は、年齢に応じて、 若 衆
わかいしゅう

（ワカシュウとも言われるが、

ここではワカイシュウと表記する）、中老、区役員のいずれかの集団に属する。

若衆は各町とも概ね高校卒業から 40 才前後までで構成されている。したがっ

て 40 才以上の男性は中老となる。区役員は、中老よりも年齢が上というわけ

ではないが、役がつくと行政的な立場に立ち、祭りでは執行委員として祭り

全体の運営に携わる。 

 

ウ つきあい町 

つきあい町は、三部制による祭り実行組織とは別に、個別の区、町の間で

仲の良い区、町のあらわれを示す仕組みである。関係を結ぶきっかけは、祭

りのとき、町同士がけんかをして、その後仲直りをして以来のつきあいであ

る場合が多い。若衆同士の関係であり、中老や区役員などはこの関係には関

与していない。若衆は 13 日の夜、つきあい町まわりと称してお互いに訪問し

あう。また、太鼓台にはつきあい町の提灯が上げられている。祭りの際、町

と町を結びつけるためのものであり、祭りのとき以外には何ら実効力を持た

ないものである。 

 

③準備 

祭りの準備は当番区によって行われる。

祭り終了直後に当番区の引継ぎが行われ、

来年の祭りの準備が始まる。執行部は祭

典執行本部、祭典運営委員、御神輿奉仕

委員、若者執行部に大別され、巡路の調

整と決定、巡路に基づいた警察や関係官

庁への申請書類の提出、パンフレットの

作成などを行う。若者執行部は 11 月には

役職を決める。祭り１か月前には関係者

100 名程集めて「祭典協議全町会議」が

開かれる。 

 

 

 

祭典協議全町会議 
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④練習 

７月になると各町・区で太鼓台につく

笛、三味線、太鼓の楽曲練習を始める。

太鼓のたたき方は１番「岡崎」、２番「さ

ん切り」、３番「若竹」、４番「たかどろ」

まであり、これを順に練習していく。楽

曲に譜面はないため、中老や若衆が小学

生や中学生に教えている。 

 

⑤祭りの御神輿・金幣・供奉道具・太鼓台 

ア 御神輿 

御神輿は１トンほどあり、25 名程で担

ぎあげる。鳥居と神社本殿が配置され、

金の装飾がきらびやかである。祭神（八

幡大神）が移り、祭りの２日間、町内を

巡幸する。 

 

 

イ 金
きん

幣
ぺい

 

金幣とは、棒の先に金銀の紙
し

垂
で

を挟んだ

道具である。祭神（八幡大神）の分身が移

り、御神輿で巡幸できないような場所にあ

る氏子の各家々、路地等をくまなく周り、

そこを清めるとともに御神輿にかわり大神

の神徳を広めるという役目がある。 

 

ウ 供奉
ぐ ぶ

道具
ど う ぐ

 

 供奉道具とは、木枠の台に 榊
さかき

（２基）、２ｍ程の棒の先に鉾
ほこ

（５基）や四

神の飾り物（各１基）を掲げた物に担ぎ棒を２本取り付けたもので、11 基あ

る。 

 四神とは、古代中国において、東西南北の四方の星座をそれぞれ方位をつ

かさどる神としたものの総称である。東は青龍、西は白虎、南は朱雀、北は

玄武（黒色の亀）という。守護神としての四神が東西南北に配置されていれ

ば、祭りの御神輿の安全性が保護されるといわれている。 

楽曲を教える 

御神輿 

金幣 
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エ 太鼓台 

 太鼓台の形態は、車輪のついた台の上に鳥居が載っていて、その鳥居に大

太鼓が下げられ小太鼓が台にくくられている。また、鳥居の上には各町それ

ぞれの人形が乗っていて、夜になると丸提灯を下げる屋根に取り換えられる。

加えて前方には綱がついていて、この綱を各町の子どもたちや役員が引っ張

る。町の道路は狭く、３ｍ程度のところもある。下田の太鼓台などはこの下

田の町の道路の幅に合わせて作られている。 

  

供奉道具（榊） 

四神の飾り物 鉾 
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各町・区の太鼓台 

 

原町 

 

中原町 

 

弥治川町 

 

七軒町 

 

大坂区 

 

廣岡東 

 

廣岡西 

 

三丁目 

 

二丁目 

 

池之町 

 

伊勢町 

 

新田区 

 

住吉区 

 

大和区 
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下田八幡神社例大祭 太鼓台の人形 

町 名 人 形 備 考 

原町 仁
にん

徳
とく

天
てん

皇
のう

 

 

 

 

八幡神社祭神応神天皇の皇子

（神宮皇后、応神天皇、仁徳天

皇三代となる）。 

中原町 鷹 

 

 

 

若衆に代々伝わる掛絵にある

大名行列にちなんだ鷹とケン

モク（毛槍）。 

弥
や

治
じ

川
がわ

町 小
お

野
の

道
どう

風
ふう

 

 

 

 

 

弥治川べりに茂る柳から連想、

明治 24 年（1891）にデザイン

されたもの。 

七軒町 神
じん

功
ぐう

皇
こう

后
ごう

 

 

 

 

武
たけ

内
うちの

宿
すく

弥
ね

が抱いている御子は

応神天皇で八幡神社の祭神。神

社にゆかりの人形。 

大坂区 猿 

 

 

 

火防の神、秋葉神社があるのに

ちなみ、火防の神としての猿を

飾る。 

廣岡東 連
れん

獅
じ

子
し

 

 

 

 

能楽「石橋」で豪快絢爛に牡丹

の花に戯れる白獅子と赤獅子

を連獅子といい、東区、西区が

相前後して行列するにふさわ

しい。 

 

 

 

廣岡西 連獅子 
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町 名 人 形 備 考 

三丁目 天の羽衣 

 

 

 

 

昔は金の瑦
お

と竜。昭和 28 年

（1953）に空を飛ぶ連想から天

の羽衣となる。 

 

 

二丁目 大
おお

国
くに

主
ぬしの

命
みこと

と 

協和の文字 

 

 

昭和 54 年（1979）に大国主命

の飾り物に新調。福徳円満な理

想神。 

池之町 鶏 

 

 

 

鶏を神の使徒とする伝承もあ

る。町内呉服店主の寄進で平成

21 年（2009）に修復。 

伊勢町 和（唐） 藤内と虎 

 

 

 

和
わ

藤
とう

内
ない

と猛虎の豪壮な飾り物

で、弘化２ 年（1845）に虎頭

を新調という記録。 

 

 

新田区 猩
しょう

々
じょう

 

 

 

 

能楽「猩々の舞」がもととなる。

明治 30 年（1897）の発案。 

 

 

住吉区 龍 

 

 

 

漁師町として大漁をもたらす

龍を選択。 

大和区 素
す

戔
さの

嗚
おの

尊
みこと

 

 

 

 

天
あま

照
てらす

大
おお

神
かみ

の弟であり、荒ぶる

神の代表。下田太鼓台の力強さ

を表現している。 
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⑥御神輿の巡幸 

御神輿担ぎは３部で構成されていている。それぞれの部が自分たちの町を

巡幸する。巡路にない通りに寄る「跳ね込み」を行い、全ての通りを巡幸す

る。下田八幡神社例大祭を制定した今村伝四郎正長のお墓がある了仙寺や大

浦八幡宮は跳ね込みにより巡幸する場所となっている。 

御旅所は一晩神様が泊まるところであ

り、御旅所は下田八幡神社からまっすぐ

伸びた先の大川端に設置される。夕方、

御神輿は御旅所へ入る体制になる。しか

し、宮司、氏子総代がなかなか御旅所に

は入れさせない。３部次々に御神輿が受

け渡され、各部が御神輿を行ったり来た

りさせる前後運動を繰り返す。御神輿が

御旅所に置かれると、太鼓台を迎える準 

備をする。日も暮れて夜は、御旅所のある大川端沿いで太鼓台揃い打ちと花

火大会が行われる。初日の巡幸を終えて快い興奮と疲れを残した町に太鼓の

快音が響き渡る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

了仙寺を巡幸する御神輿 

御旅所 

大川端に並ぶ太鼓台 

御旅所入り 
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⑦太鼓橋 

太鼓橋をつくるときはまず、上げる場

所の手前で道具が止まり、道具進行の掛

け声で「榊一番」などと呼ばれる順に１

基ずつ上げる場所に走り込む。次の榊二

番が走り込んで一番に激突すると、２基

が一緒になって足踏みを続ける。このよ

うにして次々と道具が連なり、遂には 11

基が一列になる。11 基の供奉道具を綱で

結び、両端の若衆が中へ中へと供奉道具 

を押し込むと、中央部がゆっくりと持ち上がる。しかしながらそうそう簡単

に上がるものではなく、力の勝負で、その場が怒声で満ちる。この時リズム

をとるのが拍子木である。拍子木は少しずつテンポを早め、力を高めていく。

それに合わせて、太鼓橋は少しずつ上げられていき、ついに半円状の太鼓橋

は完成する。すると観客からの歓声と拍手が沸き起こる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧祭りの衣装 

肉
にく

襦
じゅ

袢
ばん

（肉色の下着）に紺の股引を身に着ける。肉襦袢は町の「相馬京染

供奉道具を綱で結ぶ 一列になった 11 基の供奉道具 

ぐっと力を入れる 持ち上がった太鼓橋 

ぶつかり合う供奉道具 
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店」でつくられていて、１枚１枚丁寧に手染めしている。柄は各町によって

違い、龍や獅子など異なっている。肉襦袢の地の色は肌色で、柄は刺青を示

している。役員などの役職のある人はこの姿に黒の羽織を着る。祭典執行本

部員においては黒の羽織に袴を着る。若者執行部の委員長は赤と白と青のた

すき、他の若者執行部役員は赤と白のたすきをしている。また、御神輿を担

ぐ中老は、部によって赤、緑、黄色の三色それぞれのたすきをつける。笛や

三味線を奏でる女性は、鯉口シャツに股引をはいて、腹掛けを身に着ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨８月 13 日の流れ（祭り前日） 

13 日は祭りの前日で日待ちといわれる。神社では旗上げが行われ、執行部

役員は神社で潮浴び（ホンダワラという海藻で海水を浴びる御祓い）を行う。

祭りの準備として、当日の休憩場所にもなる日待ち場の設営や各区・町に提

灯を上げる。提灯にはそれぞれの町・区の名称が書いてあり、違う町に違う

名前の提灯を上げることはない。夜には、つきあい町まわりをして頭取
か し ら

同士

で盃を交わす。また、各区、町では、全員で盃を交わし、日待ち明けをする。 

 

 

 

 

 

 

色とりどりの衣装（お囃子） 

役員 肉襦袢 

日待ち場（三丁目） 提灯（新田町） 
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⑩８月 14 日の流れ（祭り１日目初日） 

朝５時頃に金幣が下田八幡神社を出る。金幣の

行く手をふさぐことはもちろん、金幣奉仕者以外

が触れること、それを地につけることも許されな

いなか、約４時間かけて神社に戻ってくる。 

金幣が巡幸を終えて、各町の太鼓台も神社に集

合すると神事が始まる。神事が終わると、猿田彦
さるたひこの

命
みこと

、神具、子供の手古舞、「ほーりゃ、ほーりゃ」 

の掛け声で子供神輿、次に供奉道具 11 基、御神輿、14 台の太鼓台が、歴史的

建造物の雑忠や旧澤村邸、加田邸などがある町へ繰り出す。供奉道具は御神

輿と同じ順路で、常に御神輿の前を巡幸し、神様を先導する役目を担ってい

る。御神輿と供奉道具については建物の２階から見るといった見下ろすこと

をしてはならない。それには神様を上から見下ろしてはいけないという意味

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

供奉道具、御神輿、太鼓台とも巡路は決まっている。しかし、供奉道具が

巡路を外れ、観客の方へ向かってくることは祭りの勢いである。巡路に決め

ごとはないが、太鼓橋を氏子総代の家の前で行うことが唯一の決まりごとで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手古舞 子供神輿 

巡幸する金幣 
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⑪８月 15 日の流れ（祭り２日目最終日） 

ア 終日の巡幸 

 ２日目は、朝から晩まで巡幸する。朝、

御旅所から猿田彦命、神具、手古舞、子

供神輿、供奉道具、御神輿、太鼓台が町

に繰り出す。日差しの強い８月は、奉仕

者自身の熱と日差しの熱で熱気が充満す

る。雨の日はずぶぬれになりながら巡幸

を続ける。 

 

イ 接待場所・休憩場所 

 御神輿の巡幸する経路には所々に接待場所、休憩場所が設けられて、奉仕

者ののどを潤す。御神輿は氏子総代の家の前だけは下ろしてもよいとされて

いるため、氏子総代の家の前では休憩のためのおもてなしがなされる。この

ほか、供奉道具が太鼓橋を作る場所や、御神輿の受け渡しが行われる場所な 

金幣と御神輿が巡幸する範囲 

雨の中巡幸する御神輿 
（大浦八幡宮にて） 

接待場所・休憩場所 
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ど合計 20 か所くらいの休憩場所がある。接

待場所、休憩場所で働いているのはほとん

どが女性である。その接待場所を出す家の

夫人や親せき、近所の夫人などが集まって

切り盛りする。２日間にも及ぶ巡幸の疲れ

をとるためのこの場所は、祭りにおいて重

要な場所である。 

 

ウ お囃子 

各町・区の太鼓台にはそれぞれ笛、三味線がつき、お囃子を奏でる。三味

線は通常屋内で用いる楽器であるが、以前は、芸者が参加していて三味線を

奏でていたところから、今では町の女性が三味線を奏でている。記憶に残り

やすい軽快なメロディーは奉仕者だけでなく、観客の祭り気分をも高めてく

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 宮入 

  １日巡幸した下田八幡神社例大祭のクライマックスは宮入
みやいり

である。夜、供

奉道具に続いて御神輿が神社に帰還することを宮入という。このときは当番

区に御神輿が渡され、当番区が宮入をする。この前後から神社前の通りは大

勢の観客で一杯になり騒然となる。神社には氏子総代や執行部役員がつめて

宮入受入れの体制に入る。神社の橋の前に供奉道具がやって来る。橋の前ま

で一気に押し込み、しかしそのまま入れさせるのではなく引き返すといった

やり取りを行う。供奉道具は境内に入ると後はとどまることなく神社の門の

前まで一気に走る。「よーい、よーい、よーい」と威勢よく３回供奉道具を上

げ下げすると、11 基が一緒に地面に下ろされる。 

 

 

皆でお囃子を奏でる 

接待場所 
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今度は御神輿の宮入である。やはり供奉道具と同じように、宮司、氏子総

代がすぐに境内に入れてしまうのではなく、一気に橋のところまで進むが、

制止されてそのまま戻ってしまう。それが繰り返されると興奮が高まってい

く。境内に入ると直進して門まで一気に行ってしまう。そして門の前まで来

ると担ぎ手はひときわ高く御神輿を３回上下させ、「よーい、よーい、よーい」

と叫んで台の上に御神輿を安置させる。 

 

 

 

 

 

 

 

祭りのクライマックスを見事に締めくくった、という満足感が、奉仕者の

表情を晴れやかなものにする。 

最後に太鼓台がやって来る。しかし、太鼓台は神社の前までで境内には入

らない。そして１台ずつ神社の前で左右に分かれ、自分の町へと戻っていく。

宮入を見るために集まった観客も太鼓台について、若衆の奏でる太鼓の楽曲

に祭りの余韻を楽しむのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮入（供奉道具） 

宮入（御神輿） 

自分の町へ戻っていく太鼓台 
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（５）まとめ 

 毎年８月 14 日、15 日に行われる下田八幡神社例大祭は、江戸時代、第２代

下田奉行の今村伝四郎正長が町の人々を元気づけることと町の活性化を目的

に創設したもので、その思いは現在も引き継がれ、旧町の人々の活力となり、

生活の一部となり、町を一つにする絆となっている。祭りが近くなると太鼓

や笛の音が響き渡り、提灯が各所で上げられ、祭りが始まると、祭りの雰囲

気を町全体から感じることができる。 

 下田八幡神社例大祭が行われるこの地域は、江戸初期から変わらない町割

りを基盤として、下田八幡神社例大祭を伝承してきた下田八幡神社や、この

祭りを制定した今村伝四郎正長が建立した了仙寺、また、江戸末期から明治

にかけて建てられた伊豆石やなまこ壁の建造物など、長い歴史を生きてきた

証が混ざり合い、独特な景観を形成している貴重な町である。このような町

は、下田市民にとって、維持、向上させるべき歴史的風致である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湊町の下田八幡神社例大祭にみる歴史的風致の範囲 

 

 


